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5. 施工 
施工段階では、前工程から引き継がれた BIM/CIM モデルを更新又は新たに BIM/CIM モデルを作

成し、この BIM/CIM モデルを活用して工事施工の効率化・高度化・品質向上に取り組むものとする。 
 

【解説】 
施工段階における BIM/CIM モデルの活用については、受発注者及び関係者間の情報共有、合意形成

の迅速化や、施工管理等における従来作業の効率化・高度化・品質向上が十分に見込まれる場合に適用

することが望ましい。 
また、施工段階で発生した各種情報を BIM/CIM モデルに付与し営農・維持管理段階に引き継ぎ、活

用していく必要がある。 
ここでは、BIM/CIM モデル等を活用することで施工段階における効率化・高度化が図られている事

例を示すので、これらを参考に BIM/CIM モデルの活用に取り組まれたい。 
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5.1. 工事発注時の対応 

5.1.1. 情報化施工技術活用工事の発注【発注者】 

発注者は、発注する「情報化施工技術活用工事（ほ場整備工）」において、次の事項を実施する。 
・ 対象とする適用工種は、基盤造成、表土整地、畦畔復旧、道路工（砂利道）を標準とする。 
・ 発注する工事の入札公告、入札説明書、特記仕様書等に「情報化施工技術活用工事」である

旨を明記する。 
・ 発注者は、「情報化施工技術活用工事」のために、「３次元測量」の測量業務の電子成果品及

び「ほ場整備工の３次元設計」の設計業務の電子成果品を準備する。 
 

表 5-1 情報化施工技術活用工事と適用工種 

※監督･検査、施工管理については、「情報化施工技術の活用ガイドライン」による。 

 

 

段階 技術名 対象作業 建設機械 
適用 

工種 
備考 

３次元測量／

３次元出来形

管理等の施工

管理 

ＵＡＶ空中写真測量出来形管理技術（基盤

造成、表土整地、畦畔復旧） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

ＴＬＳ出来形管理技術（基盤造成、表土整

地、道路工(砂利道)） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

ＴＳ等光波方式出来形管理技術（基盤造

成、表土整地） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

ＴＳ（ノンプリズム方式）出来形管理技術

（基盤造成、表土整地） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

ＲＴＫ－ＧＮＳＳ方式出来形管理技術（基

盤造成、表土整地） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

無人航空機搭載型ＬＳ出来形管理技術（基

盤造成、表土整地） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

地上移動体搭載型ＬＳ出来形管理技術（基

盤造成、表土整地） 

測量 

出来形計測 

出来形管理 

－ 〇 

 

施工履歴データ出来形管理技術（基盤造

成、表土整地） 
出来形計測 

出来形管理 
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 〇 

 

ICT 建設機械

による施工 
３次元マシンコントロール技術 
３次元マシンガイダンス技術 

まきだし 
敷均し 
掘削 
整形 

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 〇 

 

３次元マシンコントロール技術 
３次元マシンガイダンス技術 

掘削 
整形 ﾊﾞｯｸﾎｳ 〇  
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5.1.2. 成果品の貸与【発注者】 

（１）発注者は、「情報化施工技術活用工事」に活用できる測量成果、設計成果がある場合は、当該

業務の電子成果品を、受注者に貸与する。 
（２）発注者は、設計成果である「３次元設計データ」が存在しない場合には、設計図書の平面図、

縦断図、横断図等を貸与する。 
 
 

5.2. 事前準備 

5.2.1. 機器・ソフトウェア等の選定・調達【受注者】 

受注者は、出来形管理・品質管理に必要な機器・ソフトウェアを準備する。 
受注者は、要領・基準等に準拠した適切な機器・ソフトウェアを選定し、出来形計測精度及び

機器やソフトウェア間の互換性を確保する。 
受注者は、機器・ソフトウェアは測量機器販売店やリース・レンタル店、施工関連のソフトウ

ェアメーカ等より、購入又はリース・レンタルにより調達する。 
 

5.2.2. 電子納品の事前協議【発注者・受注者】 

発注者及び受注者は、電子納品及び電子検査を円滑に行うため、工事着手時に監督職員と受注

者で事前協議し決定する。 
（１）工事施工中の情報交換・共有方法 
（２）電子成果品とする対象書類 
（３）その他の事項 
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5.3. 工事着手段階 

5.3.1. 工事着手時の対応【発注者・受注者】 

受注者は、発注者より貸与された設計業務の電子成果品をチェックし、次のフォルダ内にある

「３次元設計データ」ファイルの有無、ソフトウェアによる読込みの可否、測量座標系等を確認

する。 
・フォルダ：/NNICT 
 

（１）設計業務の成果として、「３次元設計データ」が存在する場合の対応 
受注者は、「３次元設計データ」の照査を実施する（次節参照）。 

（２）設計業務の成果として、「３次元設計データ」が存在しない場合の対応 
受発注者協議にて、「受注している ICT 活用工事で、土工の３次元設計の実施」とし、設計

変更とする。 
 

5.3.2. 事前協議の実施【発注者・受注者】 

発注者、受注者は、設計段階の３次元データ確認結果を踏まえ、３次元データ更新及び施工計

画書作成に関する事前協議を行う。 
施工プロセスの全ての段階において、ICT を活用した工事とするが、具体的な工事内容及び対

象範囲について協議するものとする。 
 

○施工時の３次元モデル作成における留意事項 

３次元モデルを施工に利用する場合、設計データと ICT 建設機械（MC/MG）に入力して丁張り

等の代替として用いるデータでは、仕様が異なることに留意する。例えば、設計データ（TIN デー

タ）のファイル容量が大きいと ICT 建設機械に入力できないことがあり、この場合、設計データの

解像度を低下させる等の対応が必要となる。 
 
 
 

  



第３編 90 
 

5.4. 設計図書の照査 

5.4.1. 活用内容 

工事契約後の設計図書の照査の段階では、設計段階の２次元図面及び前工程から引き継がれた

BIM/CIM モデルを活用して、設計条件と施工条件とに不整合な点がないかを照査する。なお、必要に

応じて 、BIM/CIM モデルを更新又は新たに作成する。 
 
【活用事例】 

設計図書の照査の結果、ほ場内への道路排水の流入を防ぐとともに、ほ場排水の円滑化のた

め、ほ場標高を市道よりも高くする設計変更を行い、３次元データを修正した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 設計図書の照査において活用する BIM/CIM モデルの例 

 

  

(上流) 

(下流) 

排水路 

市道 

当初 変更 

当初 変更 
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5.5. 事業説明、関係者間協議 

5.5.1. 活用内容 

整備対象ほ場の地権者、営農者、及び工事区域に関係する機関等への事業内容、工事内容の説明・

協議を行う際に、BIM/CIM モデルを活用する。 
 
【活用事例】 

・２次元の図面に基づく資料を用いた地元関係者への事業計画の説明では、ほ場や構造物の形

状や規模等を的確に伝え、理解を得ることが難しい場合がある。 
・説明の際に、屋内では VR（Virtual Reality：仮想現実）機器を使用、屋外では現地でタブレ

ット PC 等による AR（Augmented Reality：拡張現実）機器を使用することで、ほ場整備完

了後の姿が視覚的にわかりやすくなり、２次元の図面での説明よりも関係者との協議がスム

ーズに進むため、施工途中や施工後の変更や手戻りを減らすことができ、円滑な工事の実施

と受発注者の業務量軽減を図ることができる。 
・本技術は、ほ場間の標高差や法面形状の把握が容易になることから、特に傾斜地において効

果的である。一方で、広大な平坦地においては、営農上の作業困難箇所や危険箇所は開水路

周辺（溝畔）等の限定された範囲であるため、モデルの作成労力を勘案した上で活用を検討

することが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-2 VR（仮想現実）を用いた工事概要説明において活用する BIM/CIM モデルの例 
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図 5-3  AR（拡張現実）を用いた工事概要説明において活用する BIM/CIM モデルの例 

 

 

5.6. 施工方法（仮設備計画、工事用地、計画工程表） 

5.6.1. 活用内容 

仮設備の配置、工事用借地範囲、施工手順、工事の進捗状況等を BIM/CIM モデルを活用し可視化

することで、計画の策定、関係者間での情報の共有を行い、事業推進の効率化・高度化を図る。 
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5.7. 施工管理（品質、出来形、安全管理） 

5.7.1. 活用内容 

３次元測量データや BIM/CIM モデル、通信機器などを活用することで、情報化施工や段階確認、

出来形計測、安全管理の効率化、高度化を図る。 
 

【活用事例】 
・ほ場の表土整地の出来形管理において、３次元計測から得られる点群データを用いてヒート

マップを作成し、出来形管理、監督検査を実施 
・監督検査業務における受発注者双方の省力化が図られる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３次元測量から得られた点群データモデル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出来形管理ヒートマップ） 

図 5-4 施工管理（品質、出来形、安全管理）において活用する BIM/CIM モデルの例 
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5.8. 工事完成図（主要資材情報含む） 

5.8.1. 活用内容 

施工段階で作成又は更新した BIM/CIM モデルを完成形の BIM/CIM モデルとして作成する。災害

時の被災状況調査等の維持管理段階における活用、及び営農作業計画の策定やスマート農業実践の環

境整備等の営農段階における活用を見据え、完成形の BIM/CIM モデルに施工段階で使用した主要材

料情報や品質管理情報、出来形管理情報を属性情報等として付与することで、営農・維持管理段階に

おける施工段階の情報確認の効率化、高度化を図る。 
付与する属性情報等については、営農・維持管理段階での活用方針を踏まえ、受発注者間で事前に

協議するものとする。 
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5.9. 工事完了時の対応 

5.9.1. 電子成果品の作成【受注者】 

受注者は、「工事完成図書の電子納品等要領（案）」（農林水産省）で定められる電子成果品のほ

かに、３次元の出来形管理等の施工管理で確認された３次元施工管理データを工事完成図書とし

て作成する。 
地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理を例示する。 

 
・３次元設計データ（LandXML 等のオリジナルデータ（TIN）） 
・出来形管理資料（出来形管理図表（PDF）又は、ビュワー付き３次元データ） 
・TLS による出来形評価用データ（CSV、LandXML、LAS のポイントファイル） 
・TLS による出来形計測データ（LandXML 等のオリジナルデータ（TIN）） 
・TLS による計測点群データ（CSV、LandXML 、LAS 等のポイントファイル） 
・工事基準点及び標定点データ（CSV、LandXML、SIMA 等のポイントファイル） 
電子成果品は、「工事完成図書の電子納品等要領（案）」で定める「NNICT」フォルダに格納

する。 
格納するファイル名は、TLS を用いた出来形管理資料が特定できるように記入する。 

 

表 5-2 ファイル命名規則 

計測 
機器 

整

理

番

号 

図

面

種

類 

番号 改訂 
履歴 内 容 記入例 

TLS 0 DR 001
～ 

0～ 

Z 
・３次元設計データ（LandXML 等のオリジナルデー

タ（TIN）） 
TLS0DR001Z.
拡張子 

TLS 0 CH 001
～ － ・出来形管理資料（出来形管理図表（PDF）又は、ビュ

ワー付き３次元データ） 
TLS0CH001.
拡張子 

TLS 0 IN 001
～ － ・TLSによる出来形評価用データ（CSV、LandXML、

LAS等のポイントファイル） 
TLS0IN001.
拡張子 

TLS 0 EG 001
～ － ・TLS による起工測量計測データ（LandXML 等のオ

リジナルデータ（TIN）） 
TLS0EG001.
拡張子 

TLS 0 SO 001
～ － ・TLS による岩線計測データ（LandXML 等のオリジ

ナルデータ（TIN）） 
TLS0SO001.
拡張子 

TLS 0 AS 001
～ － ・TLS による出来形計測データ（LandXML 等のオリ

ジナルデータ（TIN）） 
TLS0AS001.
拡張子 

TLS 0 GR 001
～ － ・TLS よる計測点群データ（CSV、LandXML、LAS

等のポイントファイル） 
TLS0GR001.
拡張子 

TLS 0 PO 001
～ － ・工事基準点および標定点データ（CSV、LandXML、

SIMA 等のポイントファイル） 
TLS0PO001.
拡張子 
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5.9.2. 電子成果品の納品・検査【発注者・受注者】 

受注者は、３次元施工管理データを含む電子成果品を工事完成図書として発注者に納品する。 
発注者は、工事完成図書の検査に際し、納品された３次元施工管理データも含めて書面検査及

び実地検査を行う。 
また、発注者は、工事成績評定時に、「ICT 活用工事」を考慮した評価を実施する。 
 

（１）書面検査 

発注者は、次の書面検査を実施する。 
レーザースキャナーを用いた出来形管理の場合を例示する。 
ア TLS を用いた出来形管理に係わる施工計画書の記載内容 
イ 設計図書の３次元化に係わる確認 
ウ TLS を用いた出来形管理に係わる工事基準点等の測量結果等 
エ ３次元設計データチェックシートの確認 
オ TLS を用いた出来形管理に係わる精度確認試験結果報告書の確認 
カ TLS を用いた出来形管理に係わる「出来形管理図表」の確認 
キ 品質管理及び出来形管理写真の確認 
ク 電子成果品の確認 
 

（２）実地検査 

発注者は、施工管理データが搭載された出来形管理用 TS 等を用いて、現地で発注者が指定

した箇所の出来形計測を行い、３次元設計データの設計面と実測値との較差が規格値内である

かを、表 5-3 の頻度で検査する。 
ただし、出来形帳票作成ソフトウェアの機能要求仕様書が配出され、計測データの改ざん防

止や信憑性の確認可能なソフトウェアが現場導入されるまでの期間とする。 
 

表 5-3 検査頻度 

工 種  計測箇所 確認内容 検査頻度 

ほ場整備工事 基盤造成、 

表土整地 

検査職員が指定する

ほ場面の任意の箇所 

３次元設計データの

設計面と実測値との

標高較差 

1工事につき 1断面 

 

畦畔復旧 検査職員が指定する

天端上の任意の箇所 

３次元設計データの

設計面と実測値との

標高較差 

1工事につき 1断面 

 
道路工 

（砂利道） 

検査職員が指定する

任意の箇所 

厚さ 
1工事につき 1断面 
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6. 営農・維持管理 

6.1. BIM/CIMモデルの営農・維持管理移管時の作業 

発注者は、工事完了後の営農開始にあたり、ほ場整備工事で納品された BIM/CIM モデルや３次元

データと、その整備範囲に該当する工事納品データについて、共有サーバーに格納し、営農・維持管

理段階で事務所・出張所職員等が共有・活用できるようにすることが望ましい。 
営農・維持管理段階で活用する納品データについては、次節の表の「営農・維持管理段階での活用

例」を参照する。 
 
【解説】 
３次元データ（３次元施工管理データ）と工事納品データについて、発注者が共有サーバーに格

納・共有することを記載するとともに、それらを基に営農・維持管理段階で活用可能な方法を次節

に整理した。 
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6.2. 営農・維持管理における BIM/CIM モデルの活用例 

BIM/CIM モデルには、建設生産・管理の各段階で得られた各種情報を属性情報等として付与するこ

とができるため、営農・維持管理の GIS データ等を利用した各業務で必要な情報を BIM/CIM モデル

から取り出し活用することができる。 
 
【解説】 
ここでは、BIM/CIM モデル等を活用することで営農・維持管理段階における効率化・高度化が

図られている事例を示す。BIM/CIM モデルの営農・維持管理段階における活用については、現時

点では GIS（地理情報システム）の利用者または利用予定者等が対象として想定される。 
また、表 6-1、表 6-2 に、営農・維持管理段階での日常時・災害時に分けて BIM/CIM モデルの

活用の可能性のある例を示す。なお、現時点では、技術が確立していないことや計測機器が高価な

ため実用に至っていないが、今後の状況によっては活用が可能となっていくものと考えられ、スマ

ート農業の普及等のため、営農者等と協力しつつ実証試験を含めた幅広い検討・技術開発を進めて

いくことが重要である。 
活用場面によっては、必要な属性情報等を設計ないし施工段階の BIM/CIM モデルで付与してお

くか、営農・維持管理段階移管時に設計、工事の電子成果品等から BIM/CIM モデルに紐付ける必

要がある。なお、発注者は営農・維持管理段階に必要な属性情報等について設計・施工段階であら

かじめ協議して整理しておくものとする。 
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【活用事例】 
工事完成後、ほ場の基盤条件の変化に合わせ３次元モデルを更新することで、ほ場の均平状

態の変化の確認や暗渠排水工の補修作業時の埋設位置確認等に活用可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-1 営農・維持管理において活用する BIM/CIM モデルの例（リモートセンシングの活用） 

 
 
 

 
  

出典：農研機構 2022 年度成果情報（農村工学研究部門） 



第３編 100 
 

【活用事例】 
情報化施工で得られたほ場や周辺構造物の詳細な座標データを基に高精度な自動運転地図を

作成し、衛星測位による位置情報と組み合わせて、自動走行農機の走行経路設定に利用する

等、スマート農業実践の環境整備が可能である。また、設計段階で３次元データ上での自動走

行農機の走行シミュレーションを行うことで、地形条件、隣接・対面するほ場に対する進入路

の位置関係に至るまでの走行安全性の検証が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6-2 営農・維持管理において活用する BIM/CIM モデルの例（自動運転地図の作成） 

 

 
図 6-3 営農・維持管理において活用する BIM/CIM モデルの例 

（３次元モデル上でのシミュレーションによって進入路を整備した事例） 

 
 
＜活用する納品データ等＞：（ ）内は時期を示す。 

・３次元データ（３次元施工管理データ） （施工段階） 
・ほ場面、進入路、農道等の計測結果（営農・維持管理段階）  

出典：SIPフォーラム 2022「知能化農機」シンポジウム 

   https://youtu.be/lGZbcu4cE18 
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【活用事例】 
地震、豪雨等によるほ場や畦畔法面等の被災調査時に、UAV 測量、レーザースキャナー

（LS）等を用いて被災箇所等を計測し、３次元データ（工事完成時等）と比較することで、被

災程度の把握とともに、災害復旧査定設計書作成を効率化し、被災時の査定を迅速化すること

が可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-4 営農・維持管理において活用する BIM/CIM モデルの例 

（３次元点群データによる被災前後の地形差分図） 

 

＜活用する納品データ等＞：（ ）内は時期を示す。 
・３次元データ（３次元施工管理データ） （施工段階） 
・ほ場面、進入路、農道等の計測結果（営農・維持管理段階） 
 
 

【活用事例】 
暗渠排水施設等の地下埋設物の更新工事等にあたり、工事完成時の３次元データから埋設位

置や周辺支障物等の不可視部分の情報を取得することで、施工を円滑に実施できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-5 暗渠排水施設の BIM/CIM モデルの例 

 

＜活用する納品データ等＞：（ ）内は時期を示す。 
・３次元データ（３次元施工管理データ） （施工段階） 

  

・豪雨等による自然災害発生時の土砂流出状況が面的に把握でき、復旧対策の計画策定が効

率化・迅速化。 

・必要となる客土量を色分けで表示し、情報共有の円滑化にも寄与。 

被災前 被災後 



第３編 102 
 

表 6-1 営農・維持管理段階での活用例（日常時）【ほ場整備工】 

活用場面 
（ユースケース） 概 要 活用する属性情報等 

（ ）内は付与する段階 
資料検索の効率化 *1 発注者が日常的に営農・維持管理に必要な各

種情報を、３次元モデルの対象部材をクリッ

クして表示される情報リストから選ぶこと

ができ、検索性が向上する。 

・竣工書類（品質管理記録等）

（施工段階） 

教育や引き継ぎの円滑

化 
若年技術者への指導や土地改良区等への事

業引継時の留意点の確認等を行う際に、

BIM/CIM モデルを用いることで効率化が期

待される。 

・３次元データ（３次元施工管

理データ）（施工段階） 

営農作業計画の策定 ３次元モデルのほ場面積や法面勾配等の情

報から、生育ムラの予測や草刈の作業量等、

営農者の作業計画の策定を効率的に行うこ

とができる。 

・３次元データ（３次元施工管

理データ）（施工段階） 

スマート農業実践の環

境整備 
３次元データを自動走行農機の走行経路設

定に利用する等、スマート農業実践の環境整

備として活用することが期待される｡ 

・３次元データ（３次元施工管

理データ）（施工段階） 

変状箇所の面的な把握 レーザースキャナー（LS）等を用いてほ場面

や畦畔法面等を計測し、３次元データ（初期

値等）と比較することで、ほ場面の沈下や畦

畔法面のはらみ出し等の変状を面的に把握

することができる。 

・３次元データ（３次元施工管

理データ）（施工段階） 
・GPS レベラー等によるほ場

の均平作業記録（営農・維持

管理段階） 
劣化・損傷原因の究明と

対策工選定の適切な判

断 *2 

３次元モデル上に損傷状況を表現させるこ

とで、水路のひび割れ等の変状の原因が判断

しやすくなる。また、必要な補修・補強方法

の選定が適切に行うことができる。 

・設計図（設計段階） *3 
・竣工図（施工段階） *3 
・点検記録（維持管理段階） 
・補修記録（維持管理段階） 

地下埋設物等の工事の

効率化、事故防止 
施工者が暗渠排水工やパイプライン等の補

修工事等を行う場合に、それらの地下埋設物

の情報が BIM/CIM モデルに含まれていれ

ば、施工時において埋設状況を３次元的に把

握できることで、施工を効率的に行うことが

できる。また、農道等の周辺構造物の補修工

事を行う場合にも、地下埋設物の情報に基づ

いて適切な対策工を行うことができ、効果的

である。 

・埋設管管理者（施工段階） 
・埋設位置（施工段階） 
・管種・管径（施工段階） 

*1 維持管理にモデル更新が必要、*2 対応機能を有するツールが必要、*3 ２次元図面を指す 
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表 6-2 営農・維持管理段階での活用例（災害時）【ほ場整備工】 

活用場面 
（ユースケース） 概 要 活用する属性情報等 

（ ）内は付与する段階 
事故発生時の類似部材・

工種検索の効率化 
発注者は、ほかで発生した事故原因となった

同種の部材や工法等、設計年度などを検索す

るときに、BIM/CIM モデルに関連情報を付

与しておけば、容易に検索することができ

る。 

・適用工法（設計・施工段階） 
・適用基準（設計・施工段階） 
・使用製品（施工段階） 
・設計者（設計段階） 
・施工者（施工段階） 

被災程度の把握等の効

率化 
地震、豪雨等による被災後に、レーザースキ

ャナー（LS）等を用いて畦畔法面の損壊等の

被災箇所を計測し、３次元データ（初期値等）

と比較することで、被災程度の把握ととも

に、復旧対策に必要な土量算出等の検討が効

率化できる。また、ほ場面や畦畔法面の変状

を面的に把握することで、損壊等の危険性を

有する箇所の抽出が可能となる。 

・３次元データ（３次元施工管

理データ）（施工段階） 
・被災箇所、法面等の計測結果

（営農・維持管理段階） 

被災後調査における情

報確認 
被災した畦畔法面等の損傷原因を検証する

際に必要となる盛土材（材料、物性値等）、排

水構造、現地盤、建設時災害記録等が容易に

収集できる。また、被災したパイプライン、

橋梁等の損傷原因を検証する際に必要とな

る構造計算データ、材料データ等が容易に収

集できる。 

・竣工書類（品質管理記録、工

事写真記録等）（施工段階） 
・設計計算書（設計段階） 
・使用材料（施工段階） 
・点検結果（営農・維持管理段

階） 
・周辺地形データ（施工段階） 
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【参考】被災時の３次元モデルの活用例 

【バーチャル被災地の公表】 

令和３年７月に静岡県熱海市で発生した大規模な土砂崩れでは、被災当日に県により UAV 測

量作業が実施され、数日で「バーチャル被災地」が作成・公表された。さらに、静岡県が実施

した被災前の 3 次元計測結果等との比較により、原因特定や復旧作業が早期に開始された。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-6 営農・維持管理において活用する BIM/CIM モデルの例 

（３次元点群データによる被災前後の地形差分図） 

 

 

 

 

 

 

 

出典：3 次元点群データを活用した崩壊土砂量及び補足土砂量の推定

（静岡県建設政策課未来まちづくり室） 
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